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デ . ピ 早 ト リ - ト ネ ッ リ に よ :5)

『ノ く レ — ト の 経 済 均 衡 』 の 位 置 づ け

‘ ’ -V：；：-：, ：：：：： 松 ..:.：::■

‘、 ： 一 トの経済均衡概念を同じ記号であらわした方程式体

1, は じ め に  系に翻訳しんおしズ>ヒ較している点で， きわめて特徵

的であると認められうる。そしてその結见-，この三人の 

V • パレートが死亡した 1923年 の 翌 年 に rジ 3 ル経备学者たちの铎済均衡体系の興同が,またその発展 

ナーリ • デリ*エコノミスティ」はv ••パ レ ー ト の 追 悼 の 系 譜 が か な 9 正癒にと々論文にょっ :c 理解できるで 

特集号 ("Giornale degli Economisti e Rivista di Statistica” あろう。その意眛セ、匕こfc紹介するととは無意味では 

Gennaio-Febbraio 1 9 2 4 )を出版した。 その号にば M • ないであろう。 しかしとの論文は，1如4年に発表され 

パンタレオ一ニ， E • バローネ， U • リッチ， L • ア た も の で あ り .、その意味では,それ自体挙史上の研究の 

モ n - ゾ， A • ァ* • ピエトリ- トネジリなど，1 9 1 0年 ： 対象となるものと考えうる。す な ;衡 槭 念 を 速 立  

がら4 0 年にかけて， 経済学の発展に貢轉した， い わ 方 程 式 体 系 の 朱 知 数 と 方 程 式 •致にもとめで,それ 

ゆるローザンヌ学派に属するィタリァ人の経済学者1た で そ の 存 在 が あ き ら か fこなると考えている。A •ワルド 

ちが執笨している。そのなかで， とくにU • リ ッ チ の に よ る 1的0年代の研究にょって， このょうな均衡概念 

，「パレ一トと純粋経済学」’（《Pareto.e Veconomia p u r a ) ) ) 'の把握が稚拙であ冬こと::がみとめられた。'したが■って’ 

は，学史的な観点からV  . パレートの経済理論を胁究その限界を意識しながら， この論文を読t f 必要がある。 

する渚にとって丛木的な研究文献であるということがまたともかくパレ一ト最適を:確立十る前提としてのか 

.セきょう， . れの均衡概念がどのような道すじをたどってできてき

との研究ノートでは， この特集号のデ*ピエトリ-トたかをこの論文で知るめは興眛あることであると思氕 

. ネッ.リ.の 「ヴィルフレード • パレートによ’る■経済的一 デ‘ ピエト■リ:- トッネリ(Alfonsode Pietri-Tohelli(1883-

般均衡方程式J (《Le Equazioni Generali dell'Equilibrio 1 9 5 2 )は， パレートが当時経済学界に影響をあたえて 

Economico di Vilfredo Pareto})).をとりあげて紹介し， いた非常に広範な勢力範四のなかで，パ ト 経 済 学  

研究上の党卉として简年-な注釈をあたえてみたい。 のもっとも中核的役割をはたしていた人物で龄る。 ''ノ 

この論文において.興‘ ある点は，' ク.“ ルノ一からワル ' . . ュ ン ペ ー タ は 『経済分析め歴史』 （H istoty of Econo- 
ラス, そしてパレートへと経済 .均 衡 の 考 え 方 が 推 栘 し mic Analysia” 1954)で 「‘‘…•アモロ— ゾとデ•ピエト 

てきた系譜をたどり， しかもパレ一ト自身の一般均衡リ - K ネッリだけがパ七一トの中核に属している」と述 

概念においては， 済学講義』と 1■経済学提要』 ク ラ ベ て い る が ， このととからもその瘍実を傍証ずること 

v ス語版数学附録のあいだに存在する相違をもとめ , ができょう。 か れ ぼ ヴ エ ネチァ大学で'経済学を講義 

:パレ一ト.1:丨身の思想の変化を把握しよう■と 努 め て い る ，し/  _1合迦的経済学綱翅』飞“办{11加1；0_<»沈011011^:1^0- 

ことであろう。 しかしこのような間題への接近なら . nale，，，3 ^ ^ 1 9 2 7 )がその代表的箸作である。 そこで 

■ば, とれまで多くの研究者たちのあいだでおこなわれかれは，パレートが組みたてた理論的な枠組みめなか 

てきた談論であり，現在では常識化している知識セあで，数学的手法をもちい , 経済主体がもつ嗜妤と，噃 

ろうし，いまさらこの研免ノートで論ずる必嬰もない好を満足させる場合の障害，•もレくは制約条件を研究 

.と愆う人もいるかも知れないが， この論文は，デ ‘ ビ し , やしてとの嗜好とその障害め関係を設定 .し,そこか 

トリ- トネッリが，クールノー， ワルラス卷してパレら均衡問題に接近し，消费畓行動迦論を確立した。そ

デ. ビエトリ- トネッリによる fパ

れと同時に* この問題を変形問題に一般化し，生産志 

行動理論としてその理論を確立し> 経済均衡理論の 一  

般化に貢献している。

2. Vs*ピエトリ -トネツ リ Fヴイルフレ

一 ド •パ レ 一 トによる経済的一般均 

衡方程式』

⑴ は じ め に

1909年 fe出版されたV •パレートの，r経済学提要■<[フ 

ラ、ノス:辦版数学附録 .(Appbndice del Manuel d'Economie 
politique, Paris 1909)におけるかれの最終的な経済的 一  

般均衡方程式を，扨38年に出版された*■富の理論の数学 

.的原理にかんする研究 j: (Recherdres su rles principes 

mathematiques de la theorie des richess.es. Paris, 1838) 
におけるA . クールノ一の独占者の交換および生産 

方程式 ， 1900 ^ に あ ら わ れ た F純粋経済学耍論 j 

(L^leraents d’Econoraie politique pure, 4。edition, Lausan- 
ne19°P >の L. ワルラスによる自由競今の扳定のもと 

での交換と生産均衡方程式， そして V • パレート 

自身か .1邪6 年し卷わした..『経済学講義 j  (Cours d*E- 

conomie Politique, tome premier, Lausanne丨1896)':にお 

ける自由競争ぉょび独占を条件とした交換と生産の経 

済的一般均衡方程式と . 1 9 0 6年 の f経済学提要』 (Ma. 

nuale di Economia politica, Milano 1896) 初版のイタリ 

ァ語版附録の方程式群とも比較するこ.と，つまり比較 

される体系間に存在する共通点を検討し； さらにその 

相違点を検討することはとくに興味ある作業であろう。

( ii) 共通の記号

比較するために， ここで共通の記号をあたえておこ 

ぅ。 . ‘

いまその経済主体（交換渚と生産-者）がいるとしょう。 

厳密にかくと , (1), (2), (3), であり， .一■般的に

は （k ) とかくことにしよう。 .

m ヶの財貨（生産物と資本用役）が i るとしょう。厳 

密にかけぱ(A), (B), (C),……(M), (N ),……である。

n iヶの財貨のうち，n ヶは生産に役だち，厳 密 に か . 

けば， (A), (B), (C), ‘••…でぁり,一般的に (I )とかく。 

(もしくは0 ヶは生座されたものであり，厳密にかけば 

M), <N)，……であり，一般的に (J )であらわす。

ことで (A>はいずれの場合もM値戾度財となる#

各交換者⑴ , (2 ) ,……に対して交換される<A), (B),
(M)» “*…の量は， .それそれ， <ii,山， …饥! ，

… とし，総計としてはA, B, …… …

レ^ トの経済均衡j の位蹬づけ

となるであろう。

⑶ で 交 換 さ れ る 叫 p 総 は Abとなり， (C)で<5

(A )のはAc，…、 （A )セ、の （B )のはBu, となる0 

t 务交換者にとって , ⑷ , ⑶ ， の初期散はそれ% 
れ a V a °2, 6°i……であり，(A ),...... (B), …‘(M七:
“ .…の消費啬はそれぞれビし仏へ，……'  .....

であり，均衡点における，その消赀盘をa、 a，2,

ゲ!，… ‘ m、-•‘…であらわす。

(A), (B ),.••…(M ),….•‘の鈿格は（A )であら.わされ， 

つぎ<bように杀されよう。つまりP«(a)(-1), PUa), ■■‘ 

•• pw H あるいはさらに簡略化して⑷を® 度 财 : 

卢レと,こときは* Pa, Pみ， ……とか< 4 (B )を 称  

値尺度財にとったときの(A)，(B) ,… (M), …の価格 -
を類似的〖こっぎのようにあらわそう。 すなわちPa(6),

Pぬ )(= l)，Pc(b)， 它饥(6)， である6

要素的オ.フヱ.丨ノミ.タ. (ofelimita clementari)は一般 .. 

につぎのよ'.うにボさ'れる。'すなわち(ん , (B), •

……にかんして⑴がもづものとして，(A ) ,……にか .: 

んして（2)がもつものとして， そ れ ぞ れ —逛!_•“

…^ 7 * ……乾 ，…. '  ここでの要素的オフヱリミタ

は，これと類似はしているが，_ L - ? ll^  丄 一 礼 - ■
 ̂ Vb dbi pin dim *：

‘•…  と特別にかいておく。’

一般的に生産的企業に供精される(A), (B),……の超:. 

を，A ’V B "，.••…であらわし，均衡狄態ではA ", B", 

……で示し，生産的企茱によ.って突際に変形され名觉 

を，A " ’, B’"，……，そしてその均衡贵をA，"，B，" ‘で 

示すとし i う。(MV.(N),……の消赀量もやはり，それ 

ぞれM "，N " , ……と M ", N "，……で示しておこタ.。

.(M), (N)，_ •の生産係数ば抓 j, 7/16,..... .…ndt iib,
:••で表現されるであろう。

(M>, (N ),……の雉位费用は々，，,，qn, ……であらわし，. 
その総費用をQm, Q„,……で示す。

(B )の独占者である交換者⑵の利得はので示し，

(N )の独占者である生産者⑵め利得はんであらわさ，

れ o ：

( i i i) ク一ルノ 一の方程式

(B) の独占者の交換方程式

B十外g— =0 •

. (N) の坪占者の生産方程式

， 當 ( が 動
. . 'し'. ■ r. .•

* 83 (191) 一•，一

. . : . . . .  . . .
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デ . ピ エ ト リ - ト ネ ッ リ に よ る r パ レ ‘一 ト の 経 济 均 衡 』 の 位 置 づ け

( i v ) ワルラスの方程式

( a ) 自 山 競 争 下 で の 交 換 © 均 衡

( 1)

S  Ai-
= 6，c，rf,*“

S  Bt-
=g, c,d

ぶ ,I V —

!)，“•

Pia (JM<ah Peia), Pd(a),'
(2)U6 =  F,*ft (J>a(6) • ?>c(6), 7?指)，……〉

⑶

Pad)

Pb(c)

Pb(a)

Pcia)

Pcib)

Pb(c)

J)e (a> 

J?6(a)

Pbia)

J>da)

Pdib)

Pdic):

(1 =  13,C,……、

U —t, C, :.... i
/ I  — A .C ,........、

、i= a，c，……ノ

J)d (a) *

pbia)
Pd (a)

Pc(a)

( i )

⑵

⑶

方 程 式 勢  

m  — 1 

v i ( m — l )  

(m — D im ：

‘未 知 数 の 数

J)a <b),办 (山“ •例̂ )…

A t ,  Ac,  B a, B c

1)

m(饥一1)

m {m  — \) 

2m (m  — l )

(b)

⑴

⑵

⑶

(4)

2  饥 ( m — 1)

自由競争下での生産の均衡 

I =  Fv (pat J)b, ?)m, Pn, •… c

J  =  F j  (pa, Pb, " '-  Pm, Vn,'

-a, b,ct 7> iji

ニ S 3iJ
/=nt, nt *♦*•■•
J~}\it N t ……

I =  A, B,- 

a, b, • 

/J=M ,N ,-  

、j = m ，n,- 

(j=m, n,- 
/I =  A, B,_ 

\i —o. b, •

i
. 

2 

3 
-

 
4

方 程 式 数  

n  

0  — 1 

0  

n

未 知 数 の 数

A, B , ........-

M, N, •；.......

'Pb* Jh，.........pmt' • n + 0 -

2n + 2 0 — 1

271 +  2 0 - 1

( V ) パレートの *"購会j ての方程式

( a . 1) 山 山 競 争 下 で 価 格 一 矩 の と き の 交 換 の 均 衡

I

I I .

I I I

dak

s
i =0,6,0, “ •

Vb dbk 

pdk — 0

(た= I ；2, 3,

a - 1 , 2 , 3 ,

(i~a,b,c, *

•«)

•it)

方 程 式 数  

( m — l ) n <h.

未 知 数 9 数

( t t ,  h i, 62,•

(1
1

)

1
m

V h  Per

m u + m ~ l

(a. 2)  ( B ) の 交 換 に お V 、て ⑵ が 独 占 者

抑+  62I S ^ 0 
前 の ⑴ 式 群 の 一 つ と し て こ の 方 程 式 が お か れ る こ  

と と な る 。

( b . 1 ) m 山 競 争 下 で 価 格 一 定 の と き の 生 産 の 均 衡

〔I〕
dik
dak pi,

dh
dbk Pm

〔I I 〕

〔I I I 〕 V i

〔IV 〕 1=

S  pdk-
=a,る，…

S  i w k ^ o

S pijii=o, b, .“

= S

J— Mt Nt “.“•
3 iJ

. 坠 = . . ‘…
d v ik

(k =  h  % " . “ *奴)

(Jc~lt 2, “ “ “u) 

( j = m , n r  )

广I  =  A ,B , “… へ

V —a.ft,   J

- 方程式数 

〔I 〕 ( n + 0 - 1 ) u
〔n 〕 u
〔III〕 n
〔IV〕 0 - 1

(n+0)u+n+0~~l 

未知数め数

Cl\t d 2i  " 61,62**** 'Wl,***

pbt Pc _ • • * ” pwi........

( w + 0 )w

竹+  0  — 1

(?z,+,0) % + n + Q — i  

(b. 2 ) ( N ) の 生 産 に お い て ⑵ が 却 ( 占 者

前 の 〔I V 〕式 群 の 一 つ に つ ぎ の 方 程 式 を お く 。 す な  

わ.ち

Vn- ル +Nf H

'M U

V i ) パ レ ー ト の 『提 要 』 フ ラ ン ス 語 版 附 録 で の 方  

(a ) . 注 意

『提 頭 』 イ タ リ ア 語 版 附 録 で の , 一 般 均 衡 方 程 式 体 系  

は 無 祝 し ょ う 。 そ し て そ の 方 賴 式 体 系 は ， 一 方 で は こ  

こ で 用 い ら れ て い る 記 号 で 考 え る と ク ラ ン ス 語 版 附 鈒  

の 方 程 式 体 系 に 接 近 し て お り ， 他 方 均 衡 を 決 矩 す る や  

り 方 に 対 し て は イ タ リ ア 語 版 お よ び フ 令 ン ス 詔 版 本 文  

の 方 程 式 体 系 と 対 応 関 係 が あ り ， し た が っ て 『講 義 』 

で の 方 法 .が 参 考 に な る 。

(b .1 ) \H出娆争下で価格一免のときの交換の均衡

抓 聰 ■淵 ，-，恐̂ 職 頌

デ、ピエトリ- トネッリによる rバレートの経済均衡j の位置づけ

<a)
ル ー 1 

d a fk ' fb

. d h

d t/ k  一
. ( Jk=l ,

未 知 数 の 数  

a\ t a x2,......- b \ ........

(b) S  b P i ( i /k~- i° k )  =  0 ■ (& =  1, 2,•*••••?{■- 1) Pb, J)c,...... p ni.......

A " ,  B " , .

(c) 茗 H O U = o ,  b, ••_
M " ,  N " . .

W i ' ( r t + 0) t t  

» + 0 — 1  

n

•(
«

)

(b
)

<c
)

方 程 式 数  

w (m — 1 ) 

t t—1 

m.

? i i u + m  — l

未 知 敎 の 数  

a Z . a / ，… … 6ゾ,- 

pt, j)“ …….

• • mu 
m — 1

m u + m  — 1

( b . 2 )  ( B ) の 交 換 に お い て ⑵ が 独 占 者

独 占 渚 ⑵ に と っ で の オ フ ェ リ ミ タ の 極 大 ， す な わ ち

- ；— = 0  
dpb

独 占 者 ⑵ に と っ て の 貨 幣 で の 収 入 額 の 極 大 ， す な  

わ ち

" ^ 6—ニ 0

前 の 二 つ の 方 程 式 の 一 方 も し く は 他 ：/Jを 必 耍 に 応 じ  

て ， （a)式 群 の 一 つ に お き か え る 。

(c) 自 由 競 争 下 で ， 価 格 一 定 （お よ び 可 変 的 ） で ，

C か も 生 産 係 数 一 定 に お け る 交 換 お よ び 生 産 の 均 衡  

d h  一 1 d ik  1  d h

Pb d b \ pm dmf k
{k — \, 2 , .......u)

Qa\

-(B) . S  Pi(i/k—i ，>k)+ S  V i f ^ O
i  =  a ，6, … j = tn , n ,  •“

S  L i "
(c)

J '

(ん= 1 , 2 ,

( i~a, b,
i = a ,b ,

\ I  =  M,N,

« )

偭 格 一 定 ：

<D)

価 格 可 変 ：

(D') j. p j d ^ ^ Q j

in + 0 )扨+ 2n +  20—1

(注） われわれがこれまで講義でもちV、てきたよう.に， 

そして明確に注意をあたえることなしに，われわれの 

F合理的， 経験的経済学講義j (Ledorii di Sciensia 
economica razionale e sperimentale (Rovigo,la cdizione, 
19l9; 2a edizione, con Prefazione di Vilfredo Pareto, 
1 9 2 1 )でおこなったように， f提喪』フラソ ス語版でこ 

のH1•算が無視されて^、るので，そこで来知数と方程式

■■の数を一致さぜるべきであるととを，いまごこで確認 

できたのである。この無祝は誤ったものであるか,ま 

たは車に見落されたものであろう。その现山はわから 

ないけれども，おそらく手ぬかり、からではなかったろ.. 
うか。 しかしその後誰もフランス語职附鉍の方祝式体 

系で気がつかなかったa フランス語版の满名が急！<、で 

一致させるようにすべきであったことは，あきらかで 

ぁろ.ぅ。
(d )  O N ) の 生 產 に お い て ⑵ が 独 占 者 ：

独 占 者 ⑵ に と っ て の オ フ ヱ リ ミ タ の 極 大 ， す な わ ち

- ^ = 0apn
独 占 若 ⑵ に と っ て の 貨 幣 収 入 額 の 極 大 ， す な わ ち

dA,  n "
~r~ ' = 0 •
d } ) a

こ の 二 つ の 方 程 式 の 一 方 も し く は 他 方 は a 2 と し て ， 

よ り 多 く の 未 知 数 を あ た え て し ま う 。

( v i i ) 結 . ■ 語 — ，

比 較 し た 体 系 間 の 共 通 の 特 徵 お よ ぴ 相 逾 点 は 亦 常 に  

明 確 で あ る 。 と い う の は 一 " ^ 一 つ に そ れ が 示 さ れ う る  

か ら で あ る 。 す な わ ち そ こ で は ， わ れ わ れ が で き る だ  

け そ の 背 組 み を 確 定 し ， 記 号 を 共 通 に す る 'だ け で ， f  

の よ う に ワ ノ レ ラ ス か ら パ レ 一 ト へ の 経 済 的 一 般 均 衡 に  

か ん す る 数 学 的 な 理 論 が 急 速 に 進 歩 し た こ と が あ き ら  

か に な っ た の で あ る 。 こ の こ と こ そ ， t さ に わ れ わ れ  

の 简 单 な ノ ー ト の 意 図 で あ っ た 。

し か し 最 後 に ， 同 じ よ う な 比 轉 ， そ し て さ ら に 火 き  

な 照 合 が フ ラ ン ス 餚 版 附 録 に お け る 均 衡 に か ん す る 特  

殊 な 方 程 式 体 系 に 対 し て も あ た え る こ と が で き た と 認  

め う る ， こ こ で と も か く 理 論 史 の た め に ， い ろ い ろ の  

藉 者 の 独 丨 〗丨 の 貢 献 と ， か れ ら の さ ま ざ ま な 作 敁 の 独 自  

的 な 貢 献 が あ き ら か に な っ た の で あ る a
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デ . ピエトリユトネッリによる rパレートの経済均衡j の位置つ*け

3 . デ • ピエトリ-トネッリ論文への注釈

i) クールノーからワルラスへ

v : 仁ックスは『ワル -フス論j に■おいて•■たんに数学的 

■ 方法をもちいるという蒞想をはるかにこえて， クール 

ん一の数理経済学のうちのニ，三のきわめて特徴的な 

嬰素がワルラスにあらわれ，かつマーシャルにあらわ 

れていることは，少なくとも驚くべきことである」と 

述べ , かれらがクールノーを読み，その理論化に決定 

的影響を .うけたと指摘している。

たしかにヒッタスが示しているように， クールノ 一 
の命体系における迚続的な需要 01丨線をヮルラスとマ 

r シャルはその现論体系に包摂したといえる。 しかし 

その需要丨丨丨丨線の栩大条f l をク一ルノ ニは独占者行動与 

してもとめそいるのであるが，すなわちクールノー点 

をもとめたのであるが， クールノーの分析は，独占か 

ら抜山に市場形態を変化させて，議論を辑開したもの 

...の，完全競争の概全において，.十分その展開をおこな 

いえなかったところに，かれの分析の欠陥があったと 

いえよう。 しかしワルラスとマーシャルはこの完全競 

..争の概念を価格が経済的パラメ一ターとして便用され 

けるという特別な工夫を一層正細に改善したのであっ 

た。 マ一シャルよりもワルラスがこの技術をうまく利 

用していると評伽できる。

灾際に， この論文にそって， この点を考察すること 

にし丄う。 クールノ一の二つの方程式のうち，第一の 

• 式は，独占者である企業が販売額に価格を乘じた収入 

額としての利益を最大ならしめるように行動するとき， 

その独占伽格を決定に際して満足しなければならない 

条件を示している。そして绾ニ式は，生産費を悪する 

場合であり，琳位あたり費用（Q n )を考慮し，利益を 

最火ならしめるように,独占価格を決定する条件を规 

定している。 との二つの式から，完全に市場を独占し 

ている企業の行動として， クールノー が均衡条件を規 

矩していることをただちに読みとれるであろう。

クールノー に対して， ワル ラスの方程式は，市場の 

均衡条件をふくんでいる。 このことは，第一式に示さ 

れた锯給均衡方程式のなかに，第r i式 r みられる価格 

の関数として供給量があたえられていることからわが 

る。. つまり， クールノーとは興って，その.式において 

一企染だけの極大利潤を満圮するように，伽格が決定 

するのではなく，価格決定が,各商品市場における需 

給 iVの均衡において決定されるようにワルラスに朴い

ては定式化されている。第三式はA財が価植尺度財で 

あることを意味しているにすぎない。

ワ）レラスの生産者行動については，第三式で商品の 

価格がその生産に使用した坐産翦素倾格の総計にひと 

しいこと，つまり利潤がゼロであるという競争条件と， 

第四式で生産係数が一定であるという条件泌為衡の前 

提になっていることを理解することが必翦であろう。

i i ) ワルラスからパレートず講義』へ

ワルラスとパレートの相違は， *■耍論』と 『講義』に 

おいては，それほど大きなもは見あたらないンッュ 

ンペータ—がパレートの r講義』はワルラスめ道檫の 

示す領域を越えてでることはなかったとr十大経済学 

者』のながで評しているのは正当であろう。 しかし後 

の 『提要1』への発展をみるとき , r講義』において一つ 

, q 布石を読みとるごとができる。:それは， この論文に 

示されているように，パレ一ト『講義』における交換 

方程式の第一式で_ある。■パレートは / . .測定不对能な限 . 
界概念にもとづくワルラス均衡体系には不満であった。 

シュンペーターは , この点にかんして，同じ書のなか 

で，つぎのように述べている i 「『講義』にはパレート 

がはじめからワルラス価値論にはあまり満足しセいな 

かったことを示す証跡がある」。そしてシュゾペータ 

一は，そのような修正はそれほど有意義な修正であ 

るとは評価していないが，効用のかわりに,オフュリ 

ミタという言葉を， また限界効用（ワルラスの稀少度〉 

のかわりに，要素的才フヱリミタ.という言葉を導人し 

たのであった。 、ンュ ンぺ一タ一の評価はともかくとし 

て， この修正をおこなわしめたパレートの問題意_ は 

1900年ごろの基数的効用概念の放棄,冬して序数的な 

効用指標の確立につながるものと考えてよいので'はな 

•かろうか。

生産方程式については， ワルラスから一歩もでてい 

なぃ。 ワルラス自身が固定的な生産係数の仮定の限界 

を意識し，その批判にたちながら，その方程式をつく 

っていたことを考えあわせるならば，パレートはワル 

ラスが意識していた問題点を芷当に発展させることが 

できなかったと批判されても仕方がな1/、で ろ う 。

独占を一般均衡体系のなかに導入したことは,かれ 

の体系の長所といえるかも知れない。 しかし,その独 

占理論丨丨1身についてみると， rもっとも寛大な解釈に 

よっても救済できないものj とシュンペータ’一に猶じ 

させた類いの部論であったと、とを付- しておきたいc

デ . ピエトリ- トネッリによる*•パレートの綷济均衡j の位贤づけ

iii) ■̂講義』か ら *■提要j フランス語版付録

1■提袈j フランス語版附録に対する学史上の意義づ 

けは，周知のように,パレート最適概念の確立にある 

が，この概念の確立のためには，一般均衡方程式体系 

をパレ一トは修正.しなけれ.ぼな .らなか.つた。'とい.うの 

は，站数的な効ル概念 ‘ し，序数的な効用掘i念に 

もとづいた—般均衡方程式をつぐ名ととほ，もしなん 

らかの偏)約‘ 仲が存在しないと，均衡は効用指標ビよ 

つてのみあたえちれるととになり, 消费量における均 

衡は決定されない。 したがって財貨の存在麗；を所与と 

して制約条件をあたえてお < 必嬰於 ib b ) 式は , 
そのような条件奪誨慮したプルラズ法則セ、あり，C) 式 

はまた_ 給烏等武であ名。a ) 式ビついてみれば,『講 

義』におけ名 ( I )式に類似しているが，すなわちこヒ 

でも耍素的才フx  V ミタの概念を捨てていないように 

みえるが，その意味ば全く輿なり，均衡においては各 

財貨の丨浪界托替率がM格の比にひとしいことを示すも 

のであると理解してよいであろう。

交換と坐產方程式ビついては，生産方程式に:ける

均衡条件が交換方程式におぃてあたえられた財貨の所 

与の存在盘にもとづぃてぃること，つまりそのようなじ 

所与としてあたえられた存在造の変形として生産を1’ど. 
らえて，制約条件を課し，均衡を考えようとし '^い名， 

とみなさなければならなV、》 この関係は，第 E 式に访 

V、てよ < 理解されうる。つまり生産企業に捉供された 

用役•量：は，それ自身，そとで変形される用役a であ，り,，- 
しかも現実f cおぃてはその均衡盤が現哭に実现しそv  ’ 
ることを示してぃるからである。 さらに虫產赀につV、 

てみると， ここではじめx パレートは，生産赀が変 j匕’ 
し■うる本めとみなしてぃる。 しかしパレ一トは限界斗ニ' 

產力説にしたがってこのように生産费が変化するk ぱ  

考えなかった。むしろP艮界生産力説は誤謬てふるとみ， 

なしてV、たのであるi とめ点〖こかんしては，ステ■ィグ 

ラ 一 r生産ど分配の理論 j, H. Schultz "Marginalつ 
Productivity and the General Pricing Process'! ■ in 

Journal of Political Economy, Oct. 1929, J.R. Hicks,:: 

"Marginal Productivity, and the Principle of Varia- ： 

tion/r in Econorniea, Feb. 1932 ..を参照されたい。 -V:

；

ヴ ィ ク ゼ ル の 財 政 理 論 に つ い て 〔I 〕

飯 野 靖 四

〔序〕 ；,
〔ヴィクセルの財政理論について〕

I 狃税の帰着及び転嫁の迪論に'̂ ぃて

1 . 課税を轉购が;に研洗するためめ方法と方針

2 . 帰筘及び転嫁に関するヴィクセルの結論 

〔ヴィク七ルの主贺著作〕 \

〔序〕

ヴ私は現在，スウェーデンの経済学者クニユート 

イクセルの「財政の理論的研究 j を翻訳している。’原 

I )は 1896年にドイツ語で出版されたが，部分的な英 

訳を除いては邦訳もなく， 拿ん現在はその原書自体 , 
絶版となっている。 (1969年に西ドイツのScientia Vlg.

から1896年版の Neudruckが発行される予.足であ■る:。.): 
ところで, ヴイクセルは，財政学者としてよりはむ 

しろ経済学者として知られてい夺（特に彼の利子现論. 
景気変動理_ は現代の植済理論tこ強い影響を与えている） 

が,それは鹆の財政理論が経済理論の応爪という形で 

展開されているためと, 適当な訳書がなかったためセ 

あって，決して財政学者として劣っていたためでは .な ’
, . 圓 ■ . . 。眾vM
い。 ■

こうした関係から卜彼の経済理論はv、ろいろな学.奢， 

によっていろいろ論じられているが,財政理論につい 

て詳しく論じている文献はきわめて少ない。

私は翻訳が完全に終った段階で，私 S 身の愈兑をも 

含めfc解説論文を書く予定である私のヴィクセル

注（1 ) Johan Gustaf Knut Wicksell (1851.12. 20〜1926, a  3) 
U ) 箸作目録 (12) ‘
( 3 ) 著作0 録 （12,)


